
平成28年度 教育後援会保護者交流会企画
※各企画ともに、参加お申込者数が定員を超えた場合は、抽選となりますので、予めご了承ください。

不思議なご縁に　びっくりぽん‼

　大阪を舞台にした朝ドラが３年連続して放送されま

した。幕末から大正にかけての『あさが来た』、大正

から昭和の『マッサン』と『ごちそうさん』。

　前半はこの３本の作品の時代考証に関わった「大阪

くらしの今昔館館長」の谷直樹先生（市大名誉教授）

が、そこから見えてきた大阪の町とくらしの変遷を、

歴史の事実とドラマの演出とを織り交ぜながら、お話

下さいます。

　後半はＮＨＫ連続テレビ小説『あさが来た』のヒロ

インのモデル広岡浅子さんらが創業の大同生命の元社

長（現顧問）で市大ＯＢの

倉持治夫氏をお迎えします。

市大時代から大企業の社長

としてのお話や広岡浅子や

五代友厚にまつわる事まで

お話頂きます。

　講演の後は先生方と皆さ

んとの懇親会です。楽しい

ひと時を杉本キャンパスに

てお過ごし下さい‼

【日時】  平成28年5月14日（土）13:00～16:30
【場所】  大阪市立大学　高原記念館学友ホール　 
【定員】  100名
【参加費】  1,000円
【スケジュール】
　◆１２：３０　受付開始

　◆１３：００ 『あさが来た』から『ごちそうさん』へ

　　　　　　　　～天下の台所から大大阪の時代へ～

　　　　　　　　講師　谷 直樹氏 

　　　　　　　　　　  （大阪くらしの今昔館館長･市大名誉教授）

　◆１４：１０ 『今に伝わる大阪商人の心意気!』

　　　　 ～広岡浅子や五代友厚の心を現代に引き継ぐ～

　　　　　　　　講師　倉持治夫氏（大同生命元社長）

　◆１５：３０　懇親会

　◆１６：３０　終了

★当日、学情センター内食堂は営業(10時から)しており、保護者も

　利用可です。

＊大同生命本社にて「広岡浅子の生涯」特別展示３月末まで開催中

  （地下鉄四つ橋線、肥後橋駅すぐ）

特別企画

大人の社会見学　裁判所へ行ってみよう！

　裁判員制度の導入以来、一般の国民が裁判に参加す

る機会が増えています。法廷シーンはテレビでよく見

かけますが、実際に裁判を経験した、傍聴したという

方は少ないのではないでしょうか？この機会に大阪地

方裁判所を訪問し裁判制度についての知識を深めてみ

ませんか。

　当日は空き法廷を見学し、裁判の流れや部屋内部に

ついて説明を受けます。黒の法服を着て裁判官の席に

座ると、被告席や原告席はどう見えるのでしょうか

（ここでのみ写真可、それ以外は録音・写真不可）。

その後、実際の裁判を傍聴します。

　昼食後には金澤真理先生（市大法学研究科長）より

ご講演頂きます。バラ園や東洋陶磁美術館も近く、帰

りは水辺を散策しながらという一日はいかがでしょう。

ご参加お待ち

しています‼

【日時】  平成28年6月7日（火）9:20～15:00
【場所】  大阪地方裁判所
　  地下鉄御堂筋線・京阪本線の淀屋橋駅及び京阪電鉄
　  中之島線なにわ橋駅
【集合場所】  大阪地方裁判所本館１階南側玄関ホール
【定員】  50名　【参加費】 1,000円（昼食付）
【スケジュール】
　◆　９：００　受付開始

　◆　９：２０　見学・説明

　◆１０：００　裁判傍聴(グループに分かれて)

　◆１２：３０　昼食（洋食倶楽部ENにて）

　◆１３：４０　講演　「裁判員裁判のしくみを考える」

　　　　　　　　講師　金澤真理氏（法学研究科長）

　◆１５：００　解散

第１企画

貸切りバスで行く　大阪の水防災施設巡り

　近年、地球規模の気候変動で日本各地でも未曾有の

水害が頻繁に起こるようになりました。古来、数多く

の洪水と高潮災害に見舞われてきた大阪は果たして大

丈夫でしょうか。また、近い将来発生する南海・東南

海地震による津波の襲来も警戒しなければなりません。

　大阪府・大阪市は、大阪の町と人をこれらの災害か

らどのように守ろうとしているのでしょうか。今回、

大阪市立大学工学部OBの方々の案内で、大阪の水防

災計画のお話を聴くとともに津波・高潮ステーション、

道頓堀川の水門と“とんぼりリバーウォーク”、そし

て普段めったに見ることのできない寝屋川地下河川を

貸し切りバスで巡り、大阪の水防災施設の今について

実地に見聞します。

【日時】  平成28年9月24日（土）10:00～16:30
【場所】  津波・高潮ステーション／道頓堀水門・閘門／
　　　  とんぼりリバーウォーク／寝屋川南部地下河川
　　　  若江立坑
【集合場所】  津波・高潮ステーション
　　　　　  大阪市西区江之子島2-1-64
　　　　　  地下鉄中央線・千日前線「阿波座駅」10番出口徒歩1分
【集合時間】  午前9時45分
【定員】  45名　【参加費】  2,000円
【スケジュール】（当日の交通事情により若干変更の可能性あり）

　◆　９：３０　受付開始

　◆１０：００　津波・高潮ステーション　講演と見学

　◆１１：４５　道頓堀川水門　見学

　◆１２：３０　昼食（食事付）

　◆１３：４０　とんぼりリバーウォーク

　◆１５：００　寝屋川南部地下河川若江立坑内部見学

　◆１６：３０　解散

第２企画

講演「理学部附属植物園の魅力」と植物園見学

　理学部附属植物園は、一般に考えられている植物園

とは異なり、自然と融合する森の植物園です。その生

態系、そこに生きる植物に関する魅力ある講演を受け、

秋の園内を実際に職員の方々の解説と質疑を交えなが

ら散策を楽しみます。落葉の絨毯、紅葉に包まれた空

間の中での散策は、参加者同士の会話が自然と弾みま

す。散策後は和気合いあいと昼食・懇親会を開催いた

します。晩秋の一日を満喫していただけることでしょ

う。

【日時】  平成28年11月26日（土） 10:00～14:30
【会場】  大阪市立大学理学部附属植物園
　　　  京阪交野線「私市（きさいち）駅」下車  徒歩10分
【集合場所】  同植物園入口事務所横
【定員】  50名　【参加費】  1,000円
【スケジュール】
　◆　９：４５　集合

　◆１０：００　講演：「理学部植物園の魅力」

　　　　　　　　講師：植松千代美氏（理学研究科講師）

　◆１１：００　植物園内見学（案内付）

　◆１２：３０　昼食・懇親会（昼食付）

　◆１４：３０　解散

第３企画

道頓堀川水門 寝屋川立坑

法廷裁判所 園内見学

提供：大同生命


